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＜連絡事項＞
・特記事項無し。
＜患者様連絡事項＞
・駒木　洋士様～面談調整について姉様8/9(木)14：00以降であれば来院可との事で、主治医へ確認し、同日16：00以降で面談調整するよう指示あり。午後姉様へ連絡し繋がる。相談の結果、8/9(木)16:00来院されるとの事。
・柏山　知也様～退院後の初外来について主治医へ確認し、8/23(木)14：30となっている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつの開放観察実施中。自分の寝具を持参し、汚れた箇所の洗濯を依頼する事みられている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・小笠原　芳明様～離脱症状なく、調子についても「だいぶ良くなった」と話している。
・三上　キネ様～酸素5L流入中、マスク外し頻回にあるが都度対応し、酸素飽和度低下なし。吸引し黄白色泡沫～粘稠痰多量に除去している。
・袴田　将志様～過度な飲水行動や拒薬等なく経過する。スタッフの説明や話し掛けを無視する様子みられている。
・坂本　重雄様～バイタルサイン異常なし。痰がらみあるが自己排痰できず吸引施行。左口角裂傷と舌にびらんみられデルゾン軟膏塗布する。両手ミトン装着中、ライントラブルや危険行動ない。
・木村　格治様～声高さや命令口調聞かれており、他者への暴言聞かれているが粗暴行為は無く、スタッフ対応は穏やか。
・江刺家　キヨ様～悲観的な発言聞かれている為、精神症状の変化や行動化のないよう観察していく。
＜田名部Dr診察情報＞
・袴田　将志様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・小向　静江様～アモキサンカプセル（50）→（75）へ増量となっている。また、希死念慮消失したことからBユニットへの移動すすめていくよう指示あり。
・澤村　彬様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・松川　久雄様～臨時薬同内容で7日分処方となる。本日付けで医療保護入院から任意入院へ入院形態が変更となっている。
・織笠　健太郎様～アリピプラゾールOD（12）→（24）へ増量となり、他同内容で7日分処方となる。
・金沢　孝雄様～メマリーOD（10）→（15）へ増量となり、他同内容で7日分処方となる。
・木村　正志様～イグザレルト止め、リクシアナOD（30）が追加となり他同内容で7日分処方となる。
・小澤　和子様～兄様との面談設定し、自宅での受け入れが可能か判断していく。兄様の許可がでれば退院調整行っていく。午後兄様面会時、面談日調整を行い、8/9(木)10：00来院され、面談予定となる。
・島守　トメ様～イクセロンパッチは中止となり、エンシュアは1日1缶となる。
＜皮膚科診察情報＞
・三浦　幹様～両踵著明に軽快。同前処置。
・木村　格治様～色沈漸減。同前処置。
・水梨　孝純様～右踵皸裂、皮弁切除。右手軽快。同前処置。
・泉山　紀子様～①躯幹・四肢皮疹再燃、掻痒(+)→デルモゾ―ルＤＰ軟膏塗擦。
②両第4趾間発赤・落屑(+)→足白癬→テルビナフィンクリーム塗擦。
臨時薬としてタベジール2Ｔ　2×朝・夕食後/7日分(本日夕から)、テルビナフィンクリーム1本処方。
・下村　慶子様～両趾の発赤漸減。びらん(-)、疼痛(-)。引き続き経過観察。
・橋本　拓実様～特変無し。同前処置。
・木村　正志様～躯幹・両上肢に紅斑・丘疹局面散在。同前処置。デルモゾ―ルＤＰ軟膏
1本処方。
・松川　久雄様～①顔面に紅斑・落屑→脂漏性皮膚炎。ロコイド軟膏1本処方。
②両足縁～足底　発赤・落屑、小膿疱多数。両趾爪混濁・肥厚・変形
→足・爪白癬。テルビナフィンクリーム1本処方。
・駒木　洋士様～背部に暗赤色瘢痕局面4ヵ所、内2ヵ所発赤・腫脹。その内1ヵ所は表皮剥離～浅い潰瘍形成。痛み軽く(+)。右下腿内側にも同様の局面1個→慢性膿皮症(背部・右下腿)。
→ゲンタマイシン軟膏塗布+ガーゼ処置。
臨時薬としてクラリスロマイシン(200)2Ｔ　2×朝・夕食後/7日分(本日夕～)処方、ゲンタマイシン軟膏1本処方。
＜入院患者様情報＞

氏    名：向谷地　忠様

生年月日：昭和13年5月10日80歳

病    名：アルコール依存症・混合型認知症

性    別：男性

病　　棟：東病棟Bユニット2号室

主治医  ：深澤Dr

入院形態：医療保護入院

(経過）

　H28.4.5当院初診。その後は定期的に外来通院継続していた。晩酌は続いているが、過度な飲酒欲求は無い。また、毎日の散歩も継続しているが、道に迷う事はなし。結び家のデイサービスも週に2回通所されている。妻様に対してのみ、苛々する事や暴言は聞かれていた。今月に入り、気温があがって暑いにも関わらず、扇風機をつけると消してしまい、飲み物も飲むように勧めても頑なに拒否し、周囲の言う事を何も聞かず、Ｈ30.7.29(日)熱中症になり救急外来受診している。同居の妻様も対応に困り、自宅での対応困難な為、入院治療希望あり。Ｈ30.8.2(木)11:48東病棟Ｂユニット2号室へ入院となっている。

【備考】
・介護度：要介護1(期限は入院時、介護保険証持参しておらず、未確認。後日御家族へ連絡し、確認予定)。
・明日8/3(金)14:30八戸赤十字病院受診予定(肺の検査)。昼食抜き。当日14:00～外出予定。

